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養育者の意見を聞く機会として子育て支援座談会を開き、養育者のニーズや課題や近隣で困っている養育者の
情報を聞く。養育者のニーズや課題は子育て支援事業に取り入れ養育者に寄り添った内容として参加者を増や
す。困っている養育者の情報はこども家庭支援課など関係各所につなぐ。

障害児者と地域住民が交流できる「霧が丘あおぞら・ほっとるーむ」を開催し、ケアプラザが障害児者のサードプ
レイスとなるように、また専門相談が受けられる場とする。また、地域住民が得意な活動で障害者と交流するボラ
ンティア活動の場として提供する。

横浜市「チームオレンジ」モデル事業として、霧が丘キャラバンメイト連絡会を継続開催し、認知症サポーター養成
講座が自治会や地域住民等さらに活動が広がるようにする。認知症を発症しても霧が丘で安心して住み続けられ
るような町になるよう支援していく。

単位自治会やUR管理組合等と連携し、出張相談会を開催する。地域の身近な場所で健康チェックや各種相談を
受けられる体制を整える。

今年度は各部門ともに今までの業務をより深めて行うことができた。子育て支援事業では既存の講座を開催するにとどまらず、養育
者の意見をより反映させた講座を行うべく、近隣小学校とも連携し、新1・2年生の養育者向けの交流会を行うなど、養育者に寄り添っ
た支援を行うことができた。個別支援では、困難なケースが増えてきたが、各専門職や区、外部機関とも連携し、きめ細かく対応する
ことができた。また、URや自治会の集会所等で健康相談を受け付けたり出張健康講座をシリーズで行うことで、地域住民との顔の見
える関係づくりに努め、アウトリーチを伴う地域支援を行った。移動販売についても、地域住民が自発的に交流を持つためにサロンを
設けるなど、新たなつながり作りに役立っている。チームオレンジの取り組みも2年目を迎え、若年性認知症をテーマとした映画の上映
会、近隣の小学校での認知症サポーター養成講座、認知症サポーターの認知度を高めることを目的としたイメージキャラクターのマス
コットづくり等、取り組みは多岐にわたり、次年度に向けて活動の下地を作ることができた。ケアプラザ通信やSNSを利用した告知にも
力を入れ、ケアプラザの周知を効果的に行った。

□ 区からのコメント
今年度は地域ケアプラザの広報・情報発信について他施設の見本となるような工夫・取組を行ったほか、各部門ともに様々な事業を
展開しました。子育て事業をはじめ各事業において、区民の声を聞き地域ニーズを把握した上で地域課題に寄り添った事業展開がで
きています。引き続き地域課題の把握に努めるとともに、他機関との連携をさらに深めて事業を実施していただくことを期待していま
す。

令和6年度　 霧が丘地域ケアプラザ  ＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
令和5年3月末の人口データによると、エリア人口は11,746人(うち65歳以上3,439人）であり、高齢化率は29.4％と住民の高齢化は加速
している。地域の特徴であるいわゆる団塊の世代が多く住んでいることが、高齢化率の急上昇の要因である。半面、介護認定率は
14.16％と市内包括圏域で一番低く、元気な高齢者が多い地域である。
霧が丘地区の住宅整備から40年余りが経過し、住民の高齢化の加速に伴う様々な課題が予測され、住民主体の見守りネットワーク
事業の継続や、つながりづくり、介護予防、認知症予防、支え手としてのボランティア活動の仕組みづくりが課題である。
霧が丘地域ケアプラザでは、「霧が丘まちともプラン」と名付け、①いきいきと暮らす②仲間とつながる③学んで備える④安心して暮ら
すの4つのテーマを目標に、専門性を活かしつつ地域と共に取り組むことで、住民主体型で継続性のある取り組みが地域資源となるこ
とを目指していく。また今後の生活を見据えた老い支度準備や成年後見制度等の活用で、老いをポジティブに捉えられるよう支援に
取り組むことを目標にしていく。ICTを活用し、地域の情報を積極的に発信していく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

「霧が丘健康チェックの日」を保健活動推進員と協力して開催し、健康づくり・介護予防の意識を高める。毎月開催
することで、地域の見守りの活動につなげていく。
コロナ禍で取り入れた予約制をやめ、当日の参加者を受け入れ、新規の方を含め参加者の増進を図る



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

プランに地域のインフォーマルサービス等を組み込
む等、地域の特性を生かし、「心身機能」「活動」「参
加」にバランスよくアプローチする支援を行っていく。

【その他料金】
なし

居宅介護支援事業

地域との「顔の見える関係」や「つながり」を大切に、
利用者様自身の立場に立ち、住み慣れた地域でそ
の方らしく、より自立した生活を過ごしていただけるよ
う支援していく。

【その他料金】
なし

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和6年度霧が丘地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

公共施設であることを常に念頭に置き、住民、地域
団体、サービス事業所等に対して、公正・中立な立場
で業務を行なうように努める。
公正・中立な対応を図るため、利用者が事業所を選
択する際には、オリジナルの「サービス事業所一覧」
を活用し、事業所の偏りがないようにする。

介護保険サービスの導入に際しては、公正かつ中立
な対応を確保するため、霧が丘包括独自の「サービ
ス事業所一覧」と「ハートページ」を活用しました。ま
た、チラシの配架においては公共性を維持するた
め、営利目的のチラシは配架しないよう配慮しまし
た。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

事業を運営する際には、事故を予防するよう十分配
慮するとともに、万が一事故が起きた際には、迅速・
的確に対応する。
個人情報を扱う際には、保護の重要性を認識し適切
に取り扱い、個人の権利利益を侵害することのない
ように努める。

事業運営においては、事故の予防に十分配慮すると
ともに、万が一事故が発生した際には、迅速かつ的
確に対応する体制を整えています。また、個人情報
を取り扱う際には、その重要性を十分に認識し、適切
な管理と取扱いを徹底し、個人の権利や利益を侵害
することのないよう努めました。

利用
料金

3月末　112件 3月末　100件

管理者　1名(兼務)
社会福祉士　1名　保健師　1名
主任介護支援専門員1名　プランナー1名

管理者　1名(兼務)
主任介護支援専門員　1名
介護支援専門員　2名



目標

実施
体制

職員
体制

生活基盤を整えるサービスを行
い、在宅生活の継続をサポートす
る。他者との交流や体操等に取り
組み、介護度維持につなげる。

ご家族様と密に連携を図り、在宅
支援を行う中でそれぞれのニーズ
に合ったサービス提供を行う。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

３　通所系サービス事業

通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

管理者1名
相談員1名
看護師1～2名
介護職5名

管理者1名
相談員1名
看護師1～2名
介護職3名

利用
料金

【1割負担】
　●7-8単位
要介護1：　706円
要介護2：　833円
要介護3：　965円
要介護4：　1,097円
要介護5：　1,231円
入浴加算　　　　　　　　　　　43円
体制強化加算Ⅰ　　　　　　　24円
送迎減算　　　　　　　　　　-52円
口腔機能向上Ⅱ　　　　　　172円
科学的介護　　　　　　　　　43円
ADL（Ⅰ）　　　　　　　　　　　33円
    

（総合事業）
要支援1：1,928円
要支援2：1,928円　3,882円
送迎減算　　　　　　　　　　‐51円
科学的介護　　　　　　　　　43円
口腔機能向上Ⅱ　　　　　　172円
体制強化加算Ⅰ/Ⅱ　95円/189円

【その他料金共通】
食事負担（おやつ代含む）800円
レクレーション代　　　　　100円～

【実施日数】　月曜日～土曜日

【提供時間】　9：30～18：00

【定員】　35名

【実施日数】　月曜日～土曜日

【提供時間】　9：30～18：00

【定員】　12名

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【1割負担】
　●7-8単位
要介護1：　1,082円
要介護2：　1,199円
要介護3：　1,317円
要介護4：　1,435円
要介護5：　1,553円
入浴加算　　　　　　　　　　　44円
体制強化加算Ⅰ　　　　　　24円
送迎減算　　　　　　　　　　-52円
口腔機能向上Ⅱ　　　　　　174円
科学的介護　　　　　　　　　44円
ADL（Ⅰ）　　　　　　　　　　　33円
    

【その他料金】
食事負担（おやつ代含む）800円
レクレーション代　　　　　100円～

契約
者数
等

【延べ利用者数】
6004人

【延べ利用者数】
1676人

【契約者数】
61人

【契約者数】
11人



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

20,304,152 998,623 21,302,775 21,184,894 117,881 横浜市より

0 240,100 △ 240,100

0 0 0 140 △ 140

0 0

0 0 0

0 140 △ 140

3,948,000 3,948,000 3,948,000

24,252,152 998,623 25,250,775 21,425,134 3,825,641

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,378,152 0 13,378,152 9,351,042 4,027,110
法人本部経費は含まれていない

10,436,152 10,436,152 8,301,711 2,134,441

1,400,000 1,400,000 952,307 447,693

1,500,000 1,500,000 84,245 1,415,755

42,000 42,000 12,779 29,221

0 0

0 0

0 0

4,600,000 0 4,600,000 3,362,645 1,237,355
法人本部経費は含まれていない

120,000 120,000 56,556 63,444

1,885,000 1,885,000 870,926 1,014,074

50,000 50,000 49,138 862

50,000 50,000 35,260 14,740

700,000 700,000 545,495 154,505

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0

50,000 50,000 0 50,000

100,000 100,000 0 100,000

300,000 300,000 237,883 62,117

300,000 300,000 33,462 266,538

35,000 35,000 39,391 △ 4,391

250,000 250,000 228,015 21,985

130,000 130,000 482,678 △ 352,678

80,000 80,000 63,500 16,500

550,000 550,000 720,341 △ 170,341

760,000 0 760,000 791,982 △ 31,982
法人本部経費は含まれていない

0 0

760,000 760,000 791,982 △ 31,982

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

4,998,000 0 4,998,000 4,597,061 400,939
法人本部経費は含まれていない

2,200,000 2,200,000 1,772,125 427,875

1,600,000 1,600,000 1,517,179 82,821

70,000 70,000 71,270 △ 1,270

454,000 0 454,000 623,707 △ 169,707

空調衛⽣設備保守 52,000 52,000 101,716 △ 49,716

消防設備保守 50,000 50,000 201,756 △ 151,756

電気設備保守 195,000 195,000 195,000

害⾍駆除清掃保守 37,000 37,000 25,908 11,092

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 120,000 120,000 294,327 △ 174,327

0 0

674,000 674,000 612,780 61,220

474,000 474,000 1,294,522 △ 820,522 予算：指定額

0 0 0 0 0
法人本部経費は含まれていない

0 0

0 0

0 0

0 0

42,000 42,000 42,000
法人本部経費は含まれていない

24,252,152 0 24,252,152 19,397,252 4,854,900

0 998,623 998,623 2,027,882 △ 1,029,259

0 0 0 240,100 △ 240,100

760,000 0 760,000 791,982 △ 31,982

△ 760,000 0 △ 760,000 △ 551,882 △ 208,118

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和6年度　「霧が丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）
太陽光パネル修繕（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他

⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,523,942 313,318 25,837,260 25,481,084 356,176 横浜市より
154,000 154,000 154,000 0 横浜市より
300,000 300,000 6,000,154 △ 5,700,154 横浜市より

5,940,154 60,000 6,000,154 300,000 5,700,154 横浜市より
0 77,640 △ 77,640

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

31,918,096 373,318 32,291,414 32,012,878 278,536

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,886,696 0 26,886,696 28,423,041 △ 1,536,345
法人本部経費は含まれていない

17,344,696 17,344,696 24,663,987 △ 7,319,291
3,500,000 3,500,000 3,404,549 95,451
6,000,000 6,000,000 324,242 5,675,758

42,000 42,000 30,263 11,737
0 0
0 0
0 0

1,713,700 0 1,713,700 2,503,600 △ 789,900
法人本部経費は含まれていない

50,000 50,000 52,907 △ 2,907
500,000 500,000 139,954 360,046

0 0 0
20,000 20,000 0 20,000

450,000 450,000 391,036 58,964
0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
50,000 50,000 0 50,000
50,000 50,000 0 50,000

200,000 200,000 185,054 14,946
20,000 20,000 22,962 △ 2,962
32,000 32,000 22,535 9,465

250,000 250,000 150,978 99,022
0 94,049 △ 94,049

20,000 20,000 38,594 △ 18,594
71,700 71,700 1,405,531 △ 1,333,831

1,629,000 0 1,629,000 809,847 819,153
法人本部経費は含まれていない

630,000 630,000 294,000 336,000 予算：指定額

230,000 230,000 221,126 8,874
154,000 154,000 153,142 858
300,000 300,000 15,000 285,000
315,000 315,000 126,579 188,421

0 0

1,562,700 0 1,562,700 1,222,320 340,380
法人本部経費は含まれていない

700,000 700,000 471,071 228,929
420,000 420,000 403,296 16,704
18,000 18,000 18,944 △ 944

160,000 0 160,000 165,789 △ 5,789
空調衛⽣設備保守 14,000 14,000 27,038 △ 13,038
消防設備保守 13,000 13,000 53,629 △ 40,629
電気設備保守 53,000 53,000 53,000
害⾍駆除清掃保守 10,000 10,000 6,886 3,114
駐⾞場設備保全費 0 0
その他保全費 70,000 70,000 78,236 △ 8,236

0 0

264,700 264,700 163,220 101,480
126,000 126,000 105,824 20,176 予算：指定額

0 0 0 0 0
法人本部経費は含まれていない

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0
法人本部経費は含まれていない

31,918,096 0 31,918,096 33,064,632 △ 1,146,536
0 373,318 373,318 △ 1,051,754 1,425,072

0 0 0 77,640 △ 77,640
999,000 0 999,000 515,847 483,153

△ 999,000 0 △ 999,000 △ 438,207 △ 560,793

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和6年度　「霧が丘地域ケアプラザ」名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



2024年４月１日～2025年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

1,800 1,398 402 3,450 3,621 -171 23,700 15,000 8,700 57,363 44,367 12,996 2,932 4,164 -1,232 26758 24376 2382

0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,322 12,642 -2,320 1,861 432 1,429 4,507 4661 -154

事業・負担金収入 0 0 0 6,374 6,039 335 326 432 -106 2973 2739 234

0 0 0 3,948 6,603 -2,655 1,535 1,535 1534 1922 -388

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0

1,800 1,398 402 3,450 3,621 -171 23,700 15,000 8,700 67,685 57,009 10,676 4,793 4,596 197 31,265 29,037 2,228

0 0 16,000 12,800 3,200 34,525 35,823 -1,298 13,426 11,940 1,486 20304 15915 4389

0 0 700 510 190 4,011 6,015 -2,004 1,560 2,005 -445 1763 2150 -387

0 0 950 760 190 9,974 9,893 81 3,878 3,297 581 5139 4550 589

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 17,650 14,070 3,580 48,510 51,731 -3,221 18,864 17,242 1,622 27206 22615 4591

1,800 1,398 402 3,450 3,621 -171 6,050 930 5,120 19,175 5,278 13,897 -14,071 -12,646 -1,425 4059 6422 -2363

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

認知症対応型通所介護

令和6年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：霧が丘地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



横浜市霧が丘地域ケアプラザ

1
よこはまシニアボランティア登
録研修会

Ｈ26
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

横浜市が実施しているよこはまシニアボラ
ンティアポイント事業の研修を身近で受け
られるようにし、事業の普及を図る。また、
年複数回実施することで地域住民がボラ
ンティアに登録できる機会を増やすと共
に、ケアプラザでの事業のボランティア活
動に関心を持っていただく。

１：高齢者
研修を受講したケアプラザ職員が講師と
なり、地域住民に対しよこはまシニアボラ
ンティアへの登録の説明を行う。

5 33

2 利用者懇談会 Ｈ20
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザに登録している団体同士が交
流し情報交換をすることで、各団体の活
性化につなげる。また、館内の共通ルー
ルの伝達及び確認をすることで、各団体
への周知を図る。

５：地域
登録団体が集まり、各団体の活動紹介や
情報交換を行う。併せて館内の貸館ルー
ルの伝達を行う。

1 36

3 うたごえ倶楽部 R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

懐かしい歌や季節の歌をピアノとギターの
伴奏に合わせて歌う機会を設け、閉じこも
りや認知症を予防する。

５：地域

ピアノとギターの伴奏に合わせ、唱歌や歌
謡曲等をリクエストにこたえながら歌って
いただく。会場設営、受付等を地域住民ボ
ランティアに協力していただく。

12 706

4 霧サポ手芸班 Ｈ27
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

手芸を通じ、ボランティアで地域に貢献す
るとともに仲間づくりをうながし、閉じこもり
を予防する。近隣学校との連携を通じ、児
童・生徒との交流も図る。

５：地域
若葉台特別支援学校の生徒の体に合わ
せたクッションカバーや布教材を作製す
る。

24 160

5 まちとも囲碁将棋サロン R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

誰でも気軽に囲碁と将棋を楽しめるサロ
ンを設け、閉じこもりや認知症を予防し、
世代間や地域住民同士の交流の機会を
作る。

５：地域

だれでも囲碁と将棋を楽しめるように場所
と道具を提供する。夏休みには小学生に
囲碁を教えて世代間交流を行う事業を実
施する。

24 79

6 スケッチ水彩画 Ｈ28
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

初めての方でも楽しめる指導で水彩画を
描き、趣味の幅を広げる。趣味を共有す
ることで閉じこもりや認知症を予防し、世
代間交流や仲間づくりをすすめる。

５：地域
初心者向けのスケッチおよび水彩画の教
室を開催する。 12 118

7 ぬりえアート Ｈ27
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

誰でも気軽に始められるぬり絵をおこな
い、趣味にうちこむ楽しみを共有する。閉
じこもりや認知症を予防し、仲間作りを進
める。

５：地域
マンダラぬり絵を中心に、初級･中級･上
級と教材を準備し、講師指導のもと、塗り
絵教室を開催する。

12 203

8 もくもくひろば Ｈ26
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

未就園児(0～3歳位)と養育者のふれあい
の場を作り、子育ての情報交換やママ友
づくりにも役立てる。また養育者の孤立や
閉じこもり・虐待を予防する。

３：養育者及
び乳幼児

簡単な工作やパネル作り、音楽遊びを通
して気軽な雰囲気の中で親子がゆっくりと
過ごせる場を設ける。

6 124

9
夏休み子どもプログラム（オリ
ジナルせっけん）

R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みの子供の居場所を作るとともに、
モーターをの仕組みをつかった科学実
験、モーターを使った自動車模型工作を
通して理科への興味を引き出す。

４：子ども・青
少年

モーターの模型を作りモーターの仕組み
を理解し、モーターを用いた自動車を工作
する。

1 34

10
夏休み子どもプログラム（キッ
ズチャイニーズ）

Ｈ30 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

夏休みのこどもの居場所を作ることや、異
文化体験を目的としている。

４：子ども・青
少年

簡単な中国語会話や中国の話を聞き、異
文化を知る。

1 17

11
夏休み子どもプログラム（ス
トーンアートに挑戦）

R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

近隣の小学生向けに夏休みの工作教室
をNPO法人レクタスとの共催で行う。

４：子ども・青
少年

NPO法人レクタスの講師を招き、障害を持
つ子供とともに工作教室を体験する。

1 37

12
夏休み子どもプログラム（こど
も囲碁・将棋教室）

Ｈ29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みのこどもの居場所をつくる。
４：子ども・青
少年

囲碁や将棋の初心者の小学生が囲碁・将
棋を学ぶ。小学生と地域ボランティアの世
代間交流も行う。

5 67

13
冬休み子どもプログラム（書き
初め大会）

Ｈ25
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障がい児も参加できる環境を整えた書き
初め講座を行うことで、小学生と高校生・
住民の世代間交流を図る。

４：子ども・青
少年

地域の講師と高校生ボランティアの協力
のもと、書き初めを行う。

0 0

14 自然を楽しむ散策の会 Ｈ25
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

緑豊かな環境の霧が丘の自然に触れ、街
の魅力を再発見するとともに、参加者同
士で交流をはかる。

５：地域
緑区ガイドボランティアを中心に、霧が丘
近隣の四季折々の植物の解説や地域の
歴史を聞きながら歩く。

0 0

15 霧の里清掃（花植え） Ｈ20
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

霧が丘連合自治会の沿道美化に合わ
せ、霧の里の花壇整備と花植えを行う。

５：地域
霧の里内の花壇等の除草や整備、花植
えを通じて、地域住民同士の交流を図る。

2 102

16 はるかぜコンサート Ｈ25
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ケアプラザ登録団体がコンサートへ参加
して日頃の成果を発表することにより、意
欲の向上や他団体との交流を図る。

５：地域
日頃の練習の成果を発表する場としてリ
モートコンサートを開催し、YouTubeにて
配信する。

1 181

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

令和６年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 子育てまちともひろば Ｈ28
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

第5木曜日に開催することで木曜日は全
て子ども関連事業が開催されることとな
る。身近な場所での居場所をつくり、また
相談できる場として、木曜日に開催してい
る子育て支援事業充実を図る。

３：養育者及
び乳幼児

リトミックやヨガなど養育者の興味のある
ことで交流し、親子のふれあいの場として
提供する。

0 0

18
出張！あおぞら霧が丘ほっと・
る～む

Ｈ29
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障がい者支援事業として気軽に参加でき
る場を提供し障がいの理解を深める。

２：障害児・
者

ケアプラザを利用する登録団体の協力に
より、歌やヨガ、ダンスを通じて、障害者の
方が地域と交流できる場とする。

10 192

19 霧が丘まちとも　はつらつ体操 R3
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

体操をしたいと思っている人が、気軽に参
加できるような環境を作り、まちともづくり
から見守りにつながる体操教室とする。

１：高齢者

音楽に合わせたストレッチ運動で体をほぐ
し、ロコモ予防のためのバランス機能・筋
力アップ体操と認知症予防のための脳ト
レ体操を行なう。地域ボランティアに運営
を協力していただき、地域での役割作りを
図る。

39 407

20 健康チェックの日 Ｈ20
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

日頃から健康を意識し、病気の早期発
見、健康増進介護予防活動につなげる機
会とする。

５：地域

体組成測定、身長・血圧測定などの計
測。骨の強さ測定、血管年齢測定、足指
力測定
今年度はコロナ禍のため、感染対策を踏
まえた開催方法を保活と定期的な打ち合
わせを実施。新メニューである足指力測

12 497

21 まちともカフェ Ｈ28
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域住民の仲間づくりや閉じこもり予防の
支援と認知症への理解を促す。

５：地域

ぬり絵、スケッチ、手芸など趣味を楽しみ
ながら地域の仲間との時間を過ごすととも
に、ケアプラザからの認知症に関する情
報提供など、日常の中での認知症への理
解や支援方法を学ぶ機会を持つ。

36 649

22 認知症サポーター養成講座 Ｈ21 ４：共催（１と２）
２：発展させる
ねらい

地域住民に認知症の正しい理解と支援方
法を学んでいただくとともに地域のメイト
のスキルアップを図る。またサポーターか
らメイトへの支援もしていく。

５：地域

登録サークル参加者及び地域住民対象
に認知症について正しく理解してもらい、
認知症の人やその家族を見守り支援する
「認知症サポーター」を養成し、さらに発展
させメイトの資格取得も促し地域での活動
を担える人材を育成する。

3 117

23 行政書士による個別相談会 Ｈ24
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

元気な今だからこそ、家族のために、自分
のために、誰もが迎えるその時のために、
準備をしておくことが大切であると考え、
遺言・相続・成年後見に関する相談会を
企画。

１：高齢者
行政書士による遺言・相続・成年後見に
関する無料個別相談会を実施する。

1 4

24 介護技術入門！ H30 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

霧が丘地区社会福祉協議会、霧が丘地
区ボランティア相談室・ひまわり教室、民
児協と共催し、ボランティアをされる方及
び地域の方々に、介護の際に注意する基
本的なことを学び、介護をする際に役立て
てもらう。

１：高齢者
声のかけ方や杖を利用されている方への
対応、車いすの使い方等ボランティアで介
護する際に必要な基本的な技術を学ぶ。

0 0

25
霧が丘版ＬＩＦＥノート書き方講
座

Ｈ30 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

霧が丘地域では高齢化率が高い、老後生
活について今から学び備えることが必要
である。住民主体で作った「LIFEノート」を
活用し、老い支度の普及啓発を行う。

１：高齢者
住民主体で作ったノートや冊子を活用し、
老い支度の普及啓発を行う。

4 59

26 家族信託と任意後見 Ｒ2
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

「財産がないので成年後見は必要ない」と
いう考えを持つ人が多く、権利擁護として
の視点から成年後見制度の正しい知識や
後見業務の実際について理解してもらう。

５：地域 人権週間に合わせて講座を開催する。 0 0

27 介護者のつどい Ｒ1 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

介護者の精神的な負担を軽減、介護の孤
立化を予防し虐待予防を図る。

１：高齢者

家族介護者に施設見学や介護について
の情報提供や介護者同士のつながりを作
りお茶でリラックスしながら情報交換や体
験談などを語り合っていただく。原則とし
て偶数月の第4水曜日午後を予定。

4 45

28 世界遺産を学ぼう Ｒ1
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

世界遺産の基礎知識を身に付け、国内外
の世界遺産を学ぶことで、知的好奇心を
満たし、講師への質疑応答を通して講師
や参加者との交流を図る。

５：地域

世界遺産のマイスターを取得した講師よ
り、世界遺産について学ぶ。1回に付き、3
～4か所の世界遺産に触れることで、国内
外に対する見識を深める。知的好奇心を
満たすとともに講座に参加するという外出
の機会を増やす。

4 57

29
敬老月間イベント
「シニア向けスマートフォン講
座」

R2
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

音楽に合わせて体を動かしたり、楽器を
鳴らすことで、身体活動を活発にしたり、
心身をリラックスすることで、介護予防に
役立てる。

１：高齢者
音楽を楽しむことで脳トレや身体活動につ
なげ、介護予防する。

1 17

30 「きりがおか健康塾」 Ｒ1
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

高齢期における筋力低下予防のための
栄養講座と口腔機能維持のための口腔
講座を行い、自身の生活を振り返り健康
意識の向上を図る。参加者間でのまちと
もづくりを促進する。

１：高齢者

全3回コースで開催。管理栄養士と歯科衛
生士の講師をお呼びし、からだを使いな
がら楽しい雰囲気の中で参加型の講座を
実施。初回と３回目に評価を行う。

0 0

31
敬老月間イベント
内容未定「いきいきセカンドライ
フ～お仕事講座」

Ｒ1
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

生活安定や生きがいについて、仕事は一
つの選択肢として、定年後の生き方につ
いて考える。お仕事の探し方から、履歴書
の書き方などを学ぶ。

１：高齢者

ジョブスポット緑よりお仕事の探し方から、
履歴書の書き方など、ワークシートを使い
ながら話していただく。シルバー人材セン
ターよりご説明をいただく。また横浜市シ
ニアボランティアポイント事業について紹
介する。

0 0

32
出張講座「いきいき健康塾」
GT1

R6 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

GT1自治会及び高齢者対策懇談会との共
催事業。地域内の行事に参加することで
住民内の関係づくりを行うとともに、地域
でフレイル予防を行う土台作りをする。

１：高齢者

GT1集会所で、フレイル予防の4つの柱
〔運動（チェアヨガ）、口腔（歌う）、栄養（栄
養講座）、社会参加〕を満たす講座を開催
する

3 79

33 霧が丘フォトコンテスト2024 R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

あるテーマを決めて写真を募集しフォトコ
ンテストを行う。展示観覧の目的で来館す
る機会を創出し、地域住民同士の交流や
ケアプラザの周知につなげる。

５：地域
今回は「横浜のお気に入りスポット」として
写真の募集し館内展示の上、一般投票で
優秀賞を決める。

1 12
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対象者

従たる
対象者

(複数選択
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年度

事業
事業の
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実施
回数

延べ
参加
人数

No 事業内容・実施時期事業目的

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

34 霧が丘川柳2024 R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

川柳を広く募集しコンテ使途をすること
で、地域住民の交流やケアプラザの周知
につなげる。

５：地域
「私の健康の秘訣」をテーマに川柳を募集
し館内展示の上、一般投票で優秀賞を決
める

1 13

35 知っておきたい「薬の話」 R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の方の講師による教養講座を開催
し、閉じこもり予防、介護予防につなげる。

１：高齢者
「薬の話」について歴史、薬と成人病など
とテーマを決めて指導していただく。

0 0

36 簡潔・感激‼世界遺産 R2
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

感染症予防のため、対面での「世界遺産
を学ぼう」の講座が開催できないときの代
替え案として動画での配信を行う。ご自宅
での受講を可能とし、講座再開までの学
習意欲を保つ。

５：地域

「世界遺産を学ぼう」が開催できないとき
に動画配信をYouTubeにて行う。ICT環境
が個人によって異なるため、講座内容は
進めず、復習のみとする。

0 0

37
夏休み子どもプログラム(食べ
て学ぶ食育教室）

R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みの子どもの居場所づくりとして紙す
きの教室を行う。た学年の子どもや地域
のボランティアなどとの交流を行う。

４：子ども・青
少年

牛乳パックから紙を作り、リサイクルの意
識を高める

1 27

38 霧サポ交流会 Ｈ26 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

ケアプラザ事業に協力していただいてい
るボランティアとよこはまシニアボランティ
アの登録者を集め、活動の様子や意見交
換をして、今後の活動に役立てていただ
く。同時にこれからのケアプラザの事業の
サポートを依頼する。

５：地域
それぞれのボランティア活動についての
発表や報告を行い、交流をする。 1 25

39
ボランティア相談室
福祉用具研修

R6 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

地域にてボランティアを行っている方、及
びこれから始めたい方を対象に、車いす
の取り扱い方を学び、最新の福祉用具に
関する知識を得る。

１：高齢者
福祉用具の正しく安全な使い方について
福祉用具専門委員からの講義及び実習
を行う。

1 30

40
霧が丘いきいき健康塾
いすヨガ

R4 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

敬老月間の特別プログラムとして、多くの
方に声をかけケアプラザで楽しみながら
体を動かすことで楽しみ交流しながら介護
予防につなげるために行う。

１：高齢者
懐かしい歌を聞き、歌いながら、元気に身
体を動かす体操を行う。

1 15

41
霧が丘いきいき健康塾
歌って楽しく健口に

R4 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

敬老月間の特別プログラムとして、要介
護状態にならないために身体づくりのため
に行う。

１：高齢者
食事の大切さ、栄養を取ることの重要さ及
び、筋トレの方法を学ぶ

1 23

42
霧が丘いきいき健康塾
フレイル予防のための栄養講
座

R5 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

敬老月間の特別プログラムとして、おいし
く食事をするためには何が必要なのかを
知り、フレイル予防にもつなげる。

１：高齢者
地域とのかかわりや社会とのつながりが
大切であること、お口の手入れの大切さを
学ぶ。

1 21

43 べジチェック R3 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

野菜摂取量を数値で見ることで、これまで
の食生活を振り返り、管理栄養士からアド
バイスを得ることで、健康的な体づくりに
繋げる。

１：高齢者
自分の食生活を振り返り、今日から健康
を意識した食生活を始める。

0 0

44
スマホなんでも相談inまちとも
カフェ

R4 ４：共催（１と２）
１：優先的に取
り組み

スマートフォンやタブレットなどの操作上
の疑問点に個別にこたえる。講師はよこ
はまシニアボランティアポイントを利用した
講師等に依頼し、ボランティアの機会の創
出にも努める。

１：高齢者
「まちともカフェ」のスペースを用いて相談
を受け付ける。マンツーマンによる相談と
し、ボランティアの活用して運用する。

0 0

45 落語で学ぼう相続のこと R4
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

相続について学ぶ機会を提供すること
で、老い支度の意識を高める。また落語
を取り入れることで相続への敷居を低くす
る。

５：地域

R5.10
第一部：落語で学ぼう　相続のこと
第二部：知識ゼロでもわかる相続セミナー

0 0

46 ムーブメントクラス R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

保育園の協力で0～3歳児と養育者を対
象に療育で用いられるムーブメント活動を
取り入れた親子のふれあい遊びを行う。

３：養育者及
び乳幼児

スカーフや風船、音楽を用いたムーブメン
ト活動を通して、子どもの自発性を高め、
日常生活での動作やコミュニケーションの
取り方などを学ぶ機会を創出する。

4 95

47
もくもくひろばホームカミングデ
イ

R4
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

もくもくひろばを卒業した幼稚園等のこど
もを中心に交流会を持ち、切れ目のない
子育て支援を行うとともに、地域での交流
の幅を広げる。

３：養育者及
び乳幼児

お菓子釣りや輪投げなどお祭り要素を取
り入れ、楽しみながら交流するとともに、
工作や音楽遊びなどで成長を確認する機
会とする。

2 155

48
夏休み子どもプログラム(マー
ブリングで涼しげな絵手紙）

R5
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

夏休みのこどもの居場所をつくる。
４：子ども・青
少年

うちわに絵手紙を描き、表現方法を学ぶ 1 23

49
夏休み子どもプログラム（カイ
コの話とランプシェード作り）

R5 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

夏休みのこどもの居場所をつくる。また、
カイコのまゆから絹が作られることを学
び、SDGｓの意識を高める。

４：子ども・青
少年

カイコの一生を学び、カイコのまゆを利用
して工作を行う

1 19

50 もくもくひろばリラックス R5
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

忙しい子育ての合間にリラックスできる時
間が持てるようにヨガを取り入れた活動を
行う。養育者の息抜きと交流の場として、
また、親子のふれあいの場として設ける。

３：養育者及
び乳幼児

ベビー＆ママヨガの講師を招き、ヨガ体験
でリラックスする。

0 0
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■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

51 やってみよう！3B体操 R5 ６：共催（２と３）
２：発展させる
ねらい

きりとも元気づくりステーション参加者へ
の活動支援と共に地域の方に地域の活
動を紹介し、社会参加の機会を増やす。

１：高齢者
遊びの要素を取り入れ、様々な器具を
使って行う３B体操を体験する

0 0

52 UR出張相談会 R4 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

UR賃貸住宅にお住いの方にケアプラザ
や包括支援センターの周知をするとともに
相談しやすい体制づくりを行う。

１：高齢者 5
UR賃貸住宅の集会所に出張し、測定機
器を用いた健康チェック及び相談会を行う

4 24

53 リモートシニアヨガ R5
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取
り組み

地域の方にICTを身近に感じていただくこ
とを目的とする。
区生活支援コーディネーター連絡会の事
業

１：高齢者
東本郷地域ケアプラザをメイン会場とし、
オンラインでつなぎ映像を見ながら受講す
る

0 0

54
霧が丘地区民生委員・児童委
員・ケアマネジャー交流会

R5 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

地域の高齢者を見守るためには民生委
員とケアマネジャーの連携が必要と考え
る。そのためにはお互いを知り、困りごと、
今後どのようにしたらいいかを共有するこ
とを目的とする。

７：その他
高齢者を支援する民生委員とケアマネ
ジャーがグループワークtで現状と将来の
望む姿を話し合う

0 0

55 ハッピーパパ育児 R3
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

父親ならではの子育てのかかわり方を学
び、地域との交流も図る。

５：地域

横浜市の父親育児支援事業より講師を派
遣していただき、体を使った遊び、絵本読
み書かせなどを教えていただきながら、父
親同士の交流も図る。

2 12

56 親子deヨガクラス R5
１：地域活動交
流事業

忙しい子育ての合間にリラックスできる時
間が持てるように親子でできるヨガを取り
入れた活動を行う。養育者の息抜きと交
流の場として、また、親子のふれあいの場
として設ける。

３：養育者及
び乳幼児

ベビー＆ママヨガの講師を招き、ヨガ体験
でリラックスする。

5 98

57
出張健康講座『いきいき健康
塾』
UR

R6
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させる
ねらい

URの住民が気軽に参加でき、住民同士
の関係づくりができるサロンを開催するた
めに担い手の創出などを目的とする。

１：高齢者 ５：地域

UR26街区集会所で、フレイル予防の4つ
の柱〔運動（いすヨガ）、口腔（歌う）、栄養
（栄養講座）、社会参加〕を満たす講座を
開催する

3 30

58 公園であそぼう R5
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

外の自然を見て触って、感じて、五感を
使って楽しみながら、子育ての悩み相談
や、近所に住む方との国際交流も含めた
交流の場を設ける。子育て支援拠点いっ
ぽ、国際交流ラウンジとの共催事業。

３：養育者及
び乳幼児

緑区のケアプラザがそれぞれの近隣の公
園で１年間持ち回りで行う。子育て支援の
参加者のみならず、公園に居合わせた親
子や外国人の親子などを対象とし、ケア
プラザの周知にも努める。

0 0

59 オンラインピラティス R5 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域の方にICTを身近に感じていただくこ
とを目的とする。
区生活支援コーディネーター連絡会の事
業

１：高齢者
東本郷地域ケアプラザをメイン会場とし、
オンラインでつなぎ映像を見ながら受講す
る

0 0

60 子育て座談会 R5
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て中のお母さんから、子育てをしてい
る中で具体的にどんな手助けや声掛けが
あるとよいか、現状のニーズについて率
直な意見を聞き、今後霧が丘の子育て支
援活動(地域ケアプラザ等での事業やプロ
グラムなど)に活用する。

３：養育者及
び乳幼児

霧が丘地域に住む子育て中の保護者5組
に来ていただき、ざっくばらんに話をして
いただく。緑区の子育て支援者とも共有す
る。

0 0

61 出張相談会「介護保険」 R6 ６：共催（２と３）
１：優先的に取
り組み

地域住民に「介護保険制度」について知っ
てもらう。介護や支援が必要な方が早期
に相談に来られ、必要なサービスにつな
がることを目的とする。

１：高齢者
R6.2.27
GT1住民向けに「介護保険制度」について
パワーポイントを使用して説明。

0 0

62
チームオレンジ
映画「オレンジ・ランプ」上映会

R6
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

・チームオレンジの啓発活動
・多世代の方が認知症について考える
きっかけづくり

５：地域
R6.3.24
映画「オレンジ・ランプ」上映会
若年性認知症と診断された方の実話をも
とに描かれた映画。

1 62

63
チームオレンジ
「ロバ隊長」を作ろう

R6
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

・チームオレンジの啓発活動
・認知症キャラバン・メイトのマスコット作り
を通して、認知症について知ってもらい、
認知症について考えるきっかけをつくる。

５：地域
R5.10
認知症キャラバン・メイトのマスコットをフ
エルトで製作するためのキット作り。

7 21

64 もくもくプラス親子リトミック R5
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て支援事業として0歳～3歳の子ども
とその養育者の交流、情報交換の機会を
持つ。さらにNPO法人リトミック研究セン
ター指導資格所持ピアノ講師の先生に
が、親子で楽しめるリトミックで子供との交
流の場を作る。

３：養育者及
び乳幼児

奇数月第4木曜日開催
NPO法人リトミック研究センター指導資格
所持ピアノ講師の先生が親子で楽しめリト
ミックを行う。

5 138

65
冬休み子どもプログラム（書き
初め大会）

R6
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

障がい児も参加できる環境を整えた書き
初め講座を行うことで、小学生と高校生・
住民の世代間交流を図る。

４：子ども・青
少年

地域の講師と高校生ボランティアの協力
のもと、書き初めを行う。

1 19

66
新1.2年生のパパ・ママあつま
れ！

R6
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

霧が丘地区の新1年生の入学準備の相
談、親子共にお友達作り、他学年との交
流を図る。

３：養育者及
び乳幼児

霧が丘学園小学部の1.2年生のパパママ
を対象に、入学準備の相談、お友達作り、
多学年のパパママとの交流。霧が丘学園
小学部の入学説明会後の日曜日に開催
する。

1 51
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